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非病原性 Mycobacterium の形態及び発育様式

(附) そ の 分 類 学 的 考 察

二京都大学粁核研究所細菌血清学部 (主任 肺 門教 授)

伊 藤 蓑 昭

精 白

結核菌或は瀬菌の研究に従事する研究者に依って白然界の非病原性の Mycobacterium の雇在が注

意せ られ ,此種栗頁の菌 についての知見が深められたo Lか しこの日然界 Mycobacterium と呼ばれ る

ものの中には多くの簡捷が含まれて居 るであろうことを示すのみで,分斯学上の確かな拠 り処 をつかむ

には到って居ない｡我国に於でも亦培養性状,発育可能温度等を拠 りどころとして産別が試みられたが
(1)(望)(3)

矢張 り同様である｡

(4)
最近中村等は菌の配列状態 を拠 りどころとして桓別を試み,Streptotbrix型,Mycobacterium型,

(･F;)
Corynebacterium型 ,及び異正細菌型の4型に分けた｡私は植田の結核菌の発育様式に関する研究に

倣ひ,発育初期の菌 に就て,発育に件ふ形態,染色性の推移,及び配列を観察 し,それか ら発育株式を判断

し,更に進むでそれ らの観察及び判断に立って此榎の菌の分欝を武みた｡

(供託有様)

細菌血清学部保有の唾液L/{由凍する2枚及びスメグヤ株,土壌より分離した24枚,兎糞,鵜糞,落葉等より分離し
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(1)

た11枚 ,計38棟であるO保 存菌株以外はS8hngen変法 (購 ELl)によって新 しく分離培養 した｡

章 .験 方 法

(rl)

(i)解核常用卵培養基 (上顔,友川),普通盤天及びキルt=ナー培地 (3ro血清加)に37oC,10日内列培養 して

先づ囲形培地及び液体培地に於ける性状を観察 した｡

(2)更にキルtナ-培地をスピッツ ･グラスに入れ,その管壁でよく菌をす り潰 し,出凍る限 り均等な菌液を作

成し,2000遡聴,5分間遠心沈殿 し,粗大な菌塊を除き,上経常液の 1j容を毛細 ピペッ トで滅菌オブェク トグラスに
(7)

滴下 し,薄い液朕になる枚に倣分の簡液を吸取 り潟,蛋.内に納めて,37oUに培養 した｡15時間,1,2,3,4H (菌株iJ7:

よっては更に7日)後L7:オブェク tを漁室か ら取出し,乾燥固定 し,Ziehl-Neelsen染 色 (チ-Jt,液加温染色2分,3,%

塩酸酒精脱色15秒,メチレン青液後染色3分)をして検鏡 したO このや うな方法によれば発育初期の菌の配列をその

ま みゝることが出凍,発育碇式の考桑も亦容易である｡
(･T･)

(3)蘭種によっては同時l/{キ7t,t=ナー培養基上の発育初期歯膜か ら貼布標本をも亦作成し槍鏡 した0

成 績

佃不分明な点が多少残されてゐるが大体下記の棟に大別 出;来るか と考へる0

第 Ⅰ群 明らかに分節,発芽によって発育 し,椅核蘭に近い形態,配列を示すo la lb lc--･･22枚

第Ⅰ群 Corynebacterium に近い形態,酒列を示すo壬aⅡb･.･･･.ー 3株

集札♯ StreptolnyCeS又は Nocardiaに近い形態'配列を示す｡-- lュ株

相被投首縛 qJには上記いづれの群L/7'L属するか決定困難なものが2株あった｡

第Ⅰ群 (22株)亜育様式

∴

.
,,
I

.

､

虞

♂

発育の基本の碇式は分節及び凝芽であって,第 Ⅰ図の枚な像を示す｡巨射て柿rLlが スメグマ簡■に成て明らかにした如

く,或る分節の末端 とそれに続 く分節の前端 とか らそれぞれ 1ケ宛向ひ合って併 し左右に喰ひ違って発芽する｡因み

に発芽は 1ケの分節か ら1ケ宛であるか ら発芽は分節の 1つ置きの連接部に於て起 り,両も交互に喰び違ふ方向を異

にする｡時にはこの交叉的な発芽が不明瞭な場合もないではな1､が'上記は特徴的な所見である｡一般に発育初期帥

15時間培養 ((2)の方法)では菌10ケ程度の集落では競酸形は1-2ケ叉は全然抗酸性形をみない要路もあえ｡即非

抗酸性の長い菌,帥糸状形のみか ら成る.1-2日後では非抗酸性の糸状形が菌集東の･先端L/{みられ,菌集束の中央部

i,-J･i･障状の兜かい抗酸性の蘭が大多数である｡ (これが発育の極/ttnと考-られる.) 4日後になると悼状形 ,時に球

状の5短小な抗酸性の菌が多 く,非抗酸性は非常に少ない｡キJL,ヒナー上の甫膜でも大体同俵である｡

固形及び液体培養基上の性状｡

附形培養基上ではこの群の集落は色調灰白色で非常に古 くなると時に肉紅色を帯びて乗るものがある.多 くの場合

溢潤であるが乾燥 した感 じのものもある.形態は取立 した集蕗は多 くLq形で表面牛滑,年球状であるが,集合すると
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種 々な外観形態をとる｡液体培養基では表軌 深部共t/7:発育するが渦濁を凍たすものはない.表面菌膜は1-2日で既

は明瞭l/{みとめられろo

この群の菌を更に帝核常にみられる株声蘭集東 (勿論人塑菌ほど著明ではないが)を形成する傾向の張萄弓の点から

強いて分けるならば

Ia型 常集東形成の柵 々著明なもの｡

Ib型 多少常集束を形成するがIaに比し弱 く,多 くの場合 ｢イガダウ｣状を示すもの｡

Ic梨 園集束の形成が殆んどみられないもの｡

上記の種別は勿論比較的のものであって'移行型が屡 々みられる｡われわれの研究室に保有するスメグマ蘭は発育

が綿 々遅いこと,固形培養基上の性状が多少異なる以外は上記の菌株t/7:よく妻板似 し,Ib或はIaに入れるべきものか

と考-る｡

第亜群 (3株)鞍育様式

も0/
仇珊′ ク貯

･3･o aA,3g｡
⊂⊃非 抗 酸 性帝王

ー 杭 酸 推 形

この群も亦発芽によって発育するものの如 くであるが,発育枚式は未だ充分に明らかtJ{し得ない｡配列はJ捧有で開

指欺,M字状で菌は一端が7,他端に比して太いO (Corynebacterium に近いものであらう｡) (第工図) しか し初期に非

抗酸性形が多 く,末期!/{なると抗酸性形が多 く成ると共Z/{菌体も短小になる点は界Ⅰ群と同萩であるO-鮫にこの群

は Ziehl-Neelsen染色で紫色を示す菌体が多い｡3-4日後には寄木細工の最な像を示す｡

固形及び液体培養基上の性状｡

固形培蕃基上では,色調樫黄色,海潤粘桐で釣常の時糸を引く,叉青 くなると水飴状に斜面から流れ落ちる｡液体

培養基を潤濁せ しめるoこの事はこの群にのみみられる性質である｡

菌体が凝育各期を通 じて精々大形 (工a塑)なものと小形 (Ⅱb型)なものとl/TL分けられる｡

第竃群 (11株)教育様式｡

⊂=q

●′●

(a)

i

ti=t,{

くつ非抗酸性形

一 統 酸 壮 形

●

くbI

この群の発育様式は員の分校像を示すこと'それが古 くなると分節することが特徴的であるO抗酸性が非常L/{弱 く

発育初期の集落中の菌は総て非抗酸性であるo (節電図a)しか しキルヒナ-上の3.-7日の歯膜で長い初期の菌糸が

分節状に染る頃e/7:なれば,易弓抗酸性乃到 ま抗酸性L/711染る菌糸が見 られ∴(解せ図b)長軸種 々の形態が脱衣する｡古 く
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LTjにミコバクテ1)ウムが混在する枚な観を呈する｡

固形及び液体増養北上の性状｡ .

固形培養基上では色調は一般に赤褐色,2-3-4ll後に白粉が菌苔を覆ひ,又培養基を変色し,変形することが

多い｡液体培養基では一腰 に菌膜が圧く,褐色に着色する｡官果部集落は,SrJ'i層状のことが多い∩

此群!7:属すると考-られるものの中嶋iLJ7:分捕の傾向の少ないものが1枚あった｡
なお上記何れ!/7'L尿するか判別 し難いもののLfll株は発育が非常L/{遅く,椅紅色の粘銅な集落を作り,その配列も亦

年泣有なものがあった｡

考 撮

以上未だ明確な事を知ることは出来なかったが,是等の菌株の発育様式を知るには発育初期か ら経過

を迫って,菌の配列を乳さないや うにして観察することが大切であることを知 り得た｡在乗の如 く発育

の或る時期の蘭をとって糟拝塗抹して観察する方法では,桂,kな形態の変化,染色性の推移,配列を穎ふ

ことが不可能である｡

第 Ⅰ督中の a,b,Cの相違は勿論割然 としたものではなく,崖jt移行型が見 られるか,此区別は培

養保件 (例-ば液の表面と深部 との差),発育速度の差,R型 S型の差等によって分れる事であるのか

乃至は菌株そのものの本来の性質によるのか何未だ不明である｡
(1㌧8)

第Ⅲ群は,在来自然鼎 ミコバクテ1)サムに属せしめない研究者が多いが,やは り注意すべき群である

と考-て上記の如 く一群を設けて業頁別した｡
(4)

中村等の群別は,液体培養 7日後の菌朕,深部集落の所見に立脚すると云ふのみであって,その記載か

ら比較同定する事は困難であるが,'氏の Streptothrix型の中一部分は上記 工群に,叉一部分は上記皿

群に属するものではないかと考-る｡氏の Mycobacterium 型中結核菌型は上記 Ia型に相当するも

のと考- られる｡氏の展正細菌型 と富ふ ものは上記菌株中には見出せなかったo 今後乗に多 くの菌株

について,叉より正 しく発育様式を規仏得 る如き方法によって観察し,分欝がなされなければならない

と考へるが,上記の試みか らその方向をみ出し得たと考へる｡

結 論

(1)白熱外ミコバクテl)サムの分幣は発育初期から経過を迫って観察し,発育様式を確め,それに

孟二脚してなされなければならない｡

(2)特に発育初期集落中の非抗酸性の形,配列に注意 し,その後の経過に於けるその染色性の変化

(抗酸性)にも亦注意 しなければならないO

(3)未だ充分に分明でない点 もあるが,上記の観察か らすれば,供試 した冒然界 ミコバクテ 1)サム38

菌株は下記の如_ぐ三群に異別出乗る0

第 工群 明らかに分誓,発芽によって発育し,結核菌に近い形態,配列を示すもの Ia lb lc(22株)
第 甘群 コ1)ネバクテ 1)サムに近似の形態,配列を示すもの IlaIlb (3株)
第Ⅲ群 Streptomyces又は Nocardiaに近似の形態,配列を示すもの (11株)
残 り2株は未だ類別困難｡

終りに臨み終始御懇篤なる御指導,御枚閑を賜った稽 lll教授に心からの感謝の意を表す.

(文 献)

1)柿[EI,杉本 ,玉木 ･.日本微生物学病理学雑誌 29巻 7号 789fi-及び 29番 12号 1313irtA
2)戸川 :酷核蘭とBCG第2版 347瓦
3)占部 :福岡医科大学雑誌 29巻 12号 190Llli暇11
4)恥付,奈瓦 :日新医学 36巻 5号 189京 昭24
5)柿 LFl:結核菌の研究 (南江堂) F',l'26
6)上敷,友川 :日本医学及促成保 険 33Ll1号 17頁 昭17
7)出 川 ,1-射 Ll:前核研究 7番 1号 5工亡哨26
8)Bergey/sManuelof工)eterruinativeP,acteriology61hEdition1948


